
フ リ　ガ　ナ

役職などできれば具体的に

【 受 講 申 込 書 】

【朗読活動経験】

1.あり（具体的に）

　2.なし

【本講座への思い】

【受講後の活動予定】

連絡先

A2024年
　1月27日
吉田 玉助

修業時代
修業時代の苦労話や失敗談。足遣い左遣い時代の師匠とのエピソードや先輩方
との心に残る想い出。

B2月24日
吉田 玉助

大役を遣うようになって思ったこと、得たこと
入門から42年の時を経て、現在大役を遣うようになって思うこと。
これからの文楽の未来図。

A11月12日
（第二日曜日）
木ノ下 裕一

古典と友達になる。
古典を自らの糧にしていくためにはどのように〝読んで〟いけばいいのでしょ
うか。和歌や物語、随筆など様々な古典文学を取り上げつつ、ご一緒に味わっ
てみたいと思います。

B12月23日
木ノ下 裕一

古典を旅してみる。
現代人が失くしてしまった感覚や価値観を古典が教えてくれることがあります。
能や狂言、歌舞伎など古典芸能を取り上げつつ、古人が芸能に込めた〝心〟を
旅してみたいと思います。

職　業

氏　名

住　所

電　話 携　帯

メ ー ル
アドレス

年　齢 歳

※記入して郵送、またはファックス用にお使い下さい。コピーでも結構です。

※注　コロナ感染状況により、講座日程が変更されることがあります。
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3月23日
加賀美幸子

まとめ
それぞれの「朗読論」と発表7

6

5
講義名／概要講座日／講師名
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